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現
在
の
人
類
の
直
系
の
祖
先
は
約
二

0
万
年

前
に
登
場
し
た
ホ
モ

・
サ
ピ
エ
ン
ス
（
知
恵
の

あ
る
人
問
）
と
さ
れ
る
が
、
三
十
六
億
年
程
度

の
生
物
の
歴
史
の
最
後
の
一
瞬
に
登
場
し
た
知

恵
の
あ
る
人
間
は
科
学
や
技
術
を
発
達
さ
せ
て

き
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
が
社
会
に
順
調
に
受

容
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
現
代
で
は
常
識
と

さ
れ
る
理
論
も
当
初
は
否
定
さ
れ
た
事
例
が
数

多
く
存
在
す
る
。
今
回
は
当
初
は
社
会
か
ら
拒

否
さ
れ
た
理
論
の
数
例
を
紹
介
す
る
。

筆
者
は
ア
ン
デ
ス
の
高
地
、
ア
フ
リ
カ
の
砂

漠
、
北
極
の
氷
上
な
ど
世
界
各
地
の
僻
地
に
滞

在
し
、
時
問
と
と
も
に
移
動
し
て
い
く
満
天
の

星
空
を
堪
能
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
光
景
か

ら
は
古
代
の
人
々
が
宇
宙
は
地
球
を
中
心
に
回

転
し
て
い
る
と
理
解
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
と

実
感
し
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
天
文
学
者
ア
リ

ス
タ
ル
コ
ス
な
ど
、
太
陽
が
宇
宙
の
中
心
と
す

る
学
者
も
存
在
し
た
が
、
地
球
が
宇
宙
の
中
心

と
い
う
天
動
説
は
長
年
の
常
識
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
十
五
世
紀
以
降
、
ヨ
—
ロ

ッ
パ
の

船
乗
り
が
世
界
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
洋

上
を
移
動
し
な
が
ら
星
座
の
位
匿
を
観
測
す
る

と、

地
球
が
宇
宙
の
中
心
と
い
う
見
解
と
は
整

合
し
な
い
結
果
が
判
明
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う

ロ
ー
マ
教
皇
に
否
定
さ
れ
た
地
動
説
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図1 『天文対話』 (1632) 

な
時
期
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
仕
事
に
就
業

し
て
い
た
N
・
コ

ペ
ル
ニ
ク
ス
は

「天
球
の
回

転
に
つ
い
て
」
(
-
五
四
三
）
と
い
う
著
作
に

よ
り
、
地
球
は
太
陽
を
中
心
に
移
動
し
て
い
る

と
い
う
地
動
説
を
発
表
し
た
。

こ
の
見
解
に
賛
同
し
た
ド
イ
ツ
の
天
文
学
者

J

・
ケ
プ
ラ
ー
は
著
書

「宇
宙
の
神
秘
j

(

I

 

五
九
六
）
に
よ
っ
て
地
動
説
を
紹
介
、
さ
ら
に

イ
タ
リ
ア
の
天
文
学
者
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ

は
実
用
に
な
っ
た
ば
か
り
の
望
遠
鏡
を
駆
使
し

て
木
星
の
衛
星
や
太
陽
の
黒
点
な
ど
を
観
察
、

地
動
説
が
正
論
で
あ
る
と
確
信
し
た
。
そ
し
て

ロ
ー
マ
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
八
世
の
許
可
を
取
得
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こ
れ
ま
で
人
間
が
地
球
で
発
見
し
て
名
前
を

付
与
し
た
生
物
は
動
物
が
九
五
万
種
、
植
物
が

二
二
万
種
、
菌
類
が
四
万
種
の
合
計
―
ニ
―
万

種
で
あ
る
が
、
最
低
で
も
七
八

0
万
種
の
動
物
、

三
0
万
種
の
植
物
、
六
0
万
種
の
菌
類
が
存
在

す
る
と
推
定
さ
れ
、
約
九

0
％
の
生
物
は
発
見

さ
れ
て
い
な
い
。
地
球
で
は
生
物
の
大
量
絶
滅

が
何
度
も
発
生
し
て
お
り
、
そ
れ
で
も
こ
の
よ

う
な
多
種
多
様
な
生
物
が
生
存
し
て
い
る
経
緯

に
つ
い
て
は
古
来
、
多
数
の
学
説
が
あ
る
。

し
か
し

『旧
約
聖
書
』
を

一
例
と
し
て
、
人

問
を
超
越
し
た
存
在
が
生
物
を
創
造
し
た
と
説

明
す
る
宗
教
は
数
多
く
存
在
し
、
下
等
な
生
物

現
在
で
も
異
論
の
あ
る
進
化
論

し
て
、
仮
説
と
し
て
地
動
説
を
紹
介
す
る

「天

文
対
話
』
(
-
六
三
二
）
を
発
刊
し
た

（図
1
)。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
著
書
で
ウ
ル
バ
ヌ
ス
八
世

の
見
解
を
十
分
に
紹
介
し
な
か

っ
た
た
め
、
教

皇
は
ガ
リ
レ
オ
に
自
説
を
撒
回
す
る
こ
と
を
要

求
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
別
荘
に
軟
禁
し
て
し

ま
っ
た
。
宗
教
裁
判
で
ガ
リ
レ
オ
は
自
説
を
撤

回
し
た
も
の
の
「
そ
れ
で
も
地
球
は
回
転
し
て

い
る
」
と
呟
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
三
五

0
年
が
経
過
し
た
一
九
八
三
年
に
ロ
ー
マ
法
王

ヨ
ハ
ネ
ス
・
パ
ウ
ロ
ニ
世
は
宗
教
裁
判
が
問
違

い
で
あ

っ
た
と
ガ
リ
レ
オ
に
謝
罪
し
た
。

:
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図2 『種の起源』 (l 859) 

か
ら
高
等
な
生
物
へ
進
化
す
る
と
い
う
意
見
は

異
端
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
十
八
世
紀
に
な
り

古
代
の
恐
竜
の
化
石
が
発
掘
さ
れ
は
じ
め
異
論

が
発
表
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
登
場
し

た
の
が

C
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
で
、
英
国
海
軍
が
派

遣
し
た
、
六
年
を
か
け
て
世
界
を
調
査
す
る
帆

船
ビ
ー
グ
ル
に
乗
船
す
る
機
会
を
獲
得
し
た
。

各
地
で
の
観
察
に
よ
り
、
同
種
の
生
物
の
形

状
が
緯
度
に
よ
り
相
違
す
る
、
現
在
は
存
在
し

な
い
生
物
の
化
石
が
発
見
さ
れ
る
、
絶
海
の
孤

島
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の
生
物
が
南
米
大
陸
の
生

物
に
類
似
し
て
い
る
な
ど
に
気
付
い
た
。
帰
国

し
て
航
海
の
成
果
を
集
約
し
、
生
物
は
環
境
に

適
応
し
て
進
化
す
る
と
い
う

「種
の
起
源
J

(

I
 

八
五
九
）
を
出
版
し
た

（図

2
)。
教
会
か
ら

は
異
端
と
批
判
さ
れ
、
学
者
か
ら
は
異
論
が
相

次
い
だ
が

一
般
社
会
で
は
人
気
が
あ

っ
た
。

し
か
し
進
化
論
は
完
全
に
世
界
を
納
得
さ
せ

た
わ
け
で
は
な
く
、
自
然
淘
汰
に
よ
る
進
化
を

否
定
し
、
知
性
の
あ
る
何
者
か
が
生
命
を
創
造

し
た
と
い
う
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

・
デ
ザ
イ
ン

(l
D
)
理
論
が
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
誕

生
し
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
南
部
の
諸
州
に
浸

透
し
、
ご
く
最
近
ま
で
学
校
で
教
育
さ
れ
て
い

た
。
テ
キ
サ
ス
州
出
身
の
第
四
十
三
代
ジ
ョ
ー

ジ

．

w
．
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

（子
供
）
は
1
D

の
信
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

脚
気
を
治
癒
し
た
ピ
タ
ミ
ン

B
1
不
足
説

わ
ず
ら

江
戸
時
代
の
江
戸
で
は
「
江
戸
患
い
」
、
大

は

坂
で
は
「
大
坂
腫
れ
」
と
い
う
病
気
が
発
生
し

て
い
た
。
現
在
の
日
本
で
は
ほ
ぼ
消
滅
し
て
い

る
脚
気
で
あ
る
が
、
こ
の
病
気
が
明
治
時
代
の

陸
軍
で
異
常
に
多
発
し
た
こ
と
が
あ
る
。
日
清

戦
争
で
銃
弾
に
よ
り
死
亡
し
た
日
本
の
兵
士
は

九
九
七
人
で
あ

っ
た
が
、
脚
気
で
は
四

0
六
四

人
が
死
亡
し
て
い
る
。
日
露
戦
争
で
は
陸
軍
の

戦
死
が

一
万
八
九
五
五
人
で
あ
る
一
方
、
脚
気

に
よ
る
死
亡
は
二
万
七
四
六
八
人
で
あ

っ
た
。

原
因
は
兵
士
の
主
食
を
白
米
に
し
た
こ
と
で

あ
る
。
日
露
戦
争
時
点
の
陸
軍
大
臣
や
軍
医
部
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図3鈴木梅太郎 (1874-1943)

長
は
麦
飯
を
主
張
し
た
が
、
当
時
、
白
米
は
贅

沢
な
食
事
で
あ
り
、
死
地
に
出
征
す
る
兵
士
に

は
白
米
を
と
い
う
温
情
か
ら
白
米
が
提
供
さ
れ

た
。

一
方
、
海
軍
の
脚
気
に
よ
る
死
者
は
日
清

戦
争
で
は
ゼ
ロ
、
日
露
戦
争
で
は
三
人
で
し
か

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
の
経
験
の

あ
る
海
軍
軍
医
の
高
木
兼
寛
が
イ
ギ
リ
ス
海
軍

の
食
事
を
参
考
に
し
た
結
果
で
あ
る
。

当
時
、
脚
気
の
原
因
は
脚
気
菌
と
い
う
細
菌

が
原
因
と
い
う
学
説
が
存
在
し
、
陸
軍
の
医
務

局
長
の
石
黒
忠
悪
と
軍
医
部
長
の
森
林
太
郎

（鴎
外
）
が
白
米
は
関
係
な
い
と
主
張
し
て
悲

劇
と
な

っ
た
。

日
露
戦
争
の
開
戦
か
ら
数
ヶ
月

後
に
陸
軍
で
脚
気
が
流
行
し
、
陸
軍
大
臣
寺
内

正
毅
が
麦
飯
の
供
給
を
指
示
し
た
結
果
、
脚
気

現
在
で
は
常
識
に
な

っ
た
大
陸
移
動

は
減
少
し
た
も
の
の
副
食
が
貧
弱
で
あ
っ
た
た

め
、
完
全
に
脚
気
問
顆
を
解
決
す
る
こ
と
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
脚
気
の
原
因
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
貢

献
し
た
日
本
人
研
究
者
が
存
在
す
る
。
帝
国
大

学
農
科
大
学
を
卒
業
し
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留

学
し
た
鈴
木
梅
太
郎
は
一
九
一

0
年
に
脚
気
を

防
止
す
る
成
分
「
オ
リ
ザ
ニ
ン
」
の
抽
出
に
成

功
す
る
（
図
3
)。
し
か
し
翌
年
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
出
身
の
C
・
フ
ン
ク
が
同
一
の
物
質
を
抽
出

し
「
ビ
タ
ミ
ン

(B
1
)」
と
名
付
け
、
そ
の

名
前
が
世
界
に
通
用
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
日

本
に
と
っ
て
は
残
念
な
結
果
で
あ
っ
た
。

不
動
の
大
地
と
い
う
言
葉
が
存
在
す
る
よ
う

に
、
大
陸
は
確
固
た
る
存
在
で
、
そ
れ
が
地
球

の
表
面
を
移
動
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
想

像
も
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
大
西
洋
上
に
存

在
し
消
滅
し
た
と
さ
れ
る
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
大

陸
の
伝
説
は
古
代
か
ら
流
布
し
て
い
た
。
し
か

し
二
十
世
紀
に
な
る
と
、
南
米
大
陸
と
ア
フ
リ

カ
大
陸
で
同
一
の
裸
子
植
物
の
化
石
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
か
つ
て
両
者
は
陸
続
き

で
あ
っ
た
と
い
う
学
説
も
登
場
し
た
。

こ
の
見
解
を
明
瞭
な
理
論
と
し
て
発
表
し
た

の
が
ド
イ
ツ
の
気
象
研
究
が
専
門
の
地
球
物
理

学
者
A
・
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
で
あ
る
。

一
九
―
二
年

に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
開
催
さ
れ
た
地
質
学
会

で
「
大
陸
移
動
」
と
い
う
言
葉
を
世
界
で
最
初

に
使
用
し
て
、
す
べ
て
の
陸
地
が
一
体
で
あ
っ

た
「
パ
ン
ゲ
ア
」
が
次
第
に
分
離
し
て
現
在
の

大
陸
に
な
っ
た
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
。
こ

れ
は
一
九
一
五
年
に

『大
陸
と
海
洋
の
起
源
」

と
い
う
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
た
（
図
4
)0

ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
は
広
大
な
大
陸
が
移
動
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
遠
心
力
と
潮
汐
力
と
し
た
が
、
そ

れ
は
大
陸
を
移
動
さ
せ
る
ほ
ど
強
力
で
は
な
い

と
批
判
さ
れ
、
さ
ら
に
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
が
気
象
学

者
で
あ
る
こ
と
も
影
響
し
、

一
九
二
六
年
に
二

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

図4 『大陸と海洋の起源」 (1915) 
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は
多
数
の
反
対
意
見
が
提
出
さ
れ
、

一
九
三
〇

年
に
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
不
慮

の
事
故
に
よ
り
死
亡
す
る
と
、
話
題
に
な
ら
な

く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

し
か
し
、

＿
九
六

0
年
代
に
な
り
、
地
球
の

表
面
は
厚
さ
数
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
十
数
枚
の

岩
盤

（プ
レ
ー
ト
）
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
そ

れ
が
移
動
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
大
陸
が
移
動
す

る
と
い
う

「プ

レ
ー
ト
テ
ク
ト

ニ
ク
ス
理
論
」

が
登
場
し
、
再
度
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
そ
れ
ら
の
岩
盤
は
一
年
に
数
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
速
度
で
移
動
し
、
地
撰
の
原
因
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
明
確
に
な
っ
た
。
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー

の
理
論
は
正
解
で
あ

っ
た
。

常
識
を
打
破
し
た
高
温
超
伝
導

こ
れ
以
下
の
温
度
は
存
在
し
な
い
と
い
う
最

低
温
度
は
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
ニ
七
三
・
一
五
度
で

絶
対
零
度
と
表
現
さ
れ
、
そ
の
状
態
で
は
異
常

な
現
象
が
発
生
す
る
。

一
九
―
一
年
に
オ
ラ
ン

ダ
の
物
理
学
者
H

.
K
・
オ
ン
ネ
ス
は
水
銀
を

絶
対
温
度
四
・
ニ
度
（
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
ニ
六
八

・
九
五
度
）
ま
で
冷
却
す
る
と
電
気
抵
抗
が
ゼ

ロ
に
な
る
現
象
を
発
見
し
、
極
低
温
物
理
学
を

確
立
し
た
。
こ
の
業
績
に
よ
り
オ
ン
ネ
ス
は
＿

九
二
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。

七
0
年
以
上
が
経
過
し
た
一
九
八
五
年
に
ー

B

M
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
研
究
所
で
A
・
ミ

ュ
ラ
ー

と
J

・
ベ
ド
ノ
ル
ツ
が
特
殊
な
合
金
の
結
晶
を

絶
対
温
度

1
0度

（摂
氏
マ
イ
ナ
ス
ニ
六
三

・

一
五
度
）
ま
で
冷
却
す
る
と
電
気
抵
抗
が
ゼ
ロ

に
な
る
現
象
を
発
見
、
二
年
後
に
ノ
—

ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
温
度
は
一
般
社
会

で
は
極
低
温
で
あ
る
が
、
低
温
科
学
の
世
界
で

は
高
温
で
あ
り
、
よ
り
高
温
で
超
伝
導
現
象
を

実
現
す
る
物
質
の
発
見
が
開
始
さ
れ
た
。

一
九
八

0
年
代
以
後
、
そ
の
よ
う
な
物
質
が

次
々
と
発
見
さ
れ
、
一
九
八
七
年
に
は
ア
メ
リ

カ
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
の

P
・
チ
ュ

ー
が
一

気
に
絶
対
温
度
九

0
度
（
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
一
八

三
・
一
五
度
）
で
超
電
導
現
象
を
実
現
す
る
物

質
を
発
見
し
て
い
る
。
高
圧
に
し
た
特
殊
な
環

境
で
は
二

0
二
三
年
に
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学

の
R
・
デ
ィ
ア
ス
が
絶
対
温
度
二
九
四
度

（摂

氏
ニ

―
度
）
で
超
電
導
現
象
を
実
現
し
た
と
発

表
し
て
い
る
。

研
究
の
当
初
は
役
立
つ
分
野
は
不
明
で
あ

っ

た
が
、
利
用
す
る
技
術
が
浮
上
し
た
。
J

R
東

海
が
建
設
を
開
始
し
て
い
る
東
京
と
大
阪
を
時

速
五

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
行
す
る

「リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
」
で
あ
る
。
従
来
の
鉄
製
の
線

路
と
車
輪
で
は
最
高
時
速
三
五
0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
程
度
が
限
界
と
さ
れ
る
が
、
列
車
に
搭
載
さ

れ
た
超
電
導
現
象
を
利
用
し
た
磁
石
に
よ
っ
て

列
車
を
線
路
か
ら
浮
上
さ
せ
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ

ー
で
走
行
す
る
こ
と
で
可
能
に
な

っ
た
。

日
本
の
科
学
水
準
の
急
速
な
低
下
が
憂
慮
さ

れ
て
い
る
。
一

例
は
世
界
の
学
者
が
引
用
す
る

論
文
の
本
数
で
、
二
十

一
世
紀
初
頭
は
世
界
の

三
位
か
四
位
で
あ
っ
た
が
、
最
新
の
統
計
で
は

十
三
位
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
直
接
の
原
因
は

研
究
費
用
の
不
足
で
あ
る
が
、
実
用
に
役
立
つ

分
野
を
重
視
す
る
社
会
の
影
響
も
あ
る
。
し
か

し
今
回
紹
介
し
た
よ
う
に
、
当
初
は
無
視
さ
れ

て
も
何
百
年
後
に
役
立
つ
研
究
も
あ
る
。
長
期

の
視
点
で
科
学
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

図5リニア中央新幹線 （実験線）
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